
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの成果指標を達成した教師８５％以上
○12月の県学習状況調査において、４，５，
６年生の国語と算数を対県比１．０ポイント
以上

・共通実践（学習の振り返りの時間を設け
る）を意識した授業実践を行う。
・自主学習への取組と内容の充実を図る。
・校内研究の推進を図る。

・研究主任
・学力向上対策コーディ
ネーター

○読書の奨励 ○年間貸出冊数（多読賞→低：１２０冊、
中：１１０冊、高：９０冊　以上）について、
達成率８０％以上

・朝読書に全校で取り組む。
・図書館まつりを中心としたイベントを工夫
したり、本の紹介をしたりして、本への興味・
関心を高める。

・図書館教育担当

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○学級担任全員が、授業参観において年１
回以上道徳の公開授業を行う。
○「思いやりの気持ちをもって接している
か」について、肯定的な回答をした児童９
０％以上

・児童生徒支援教員と連携を図り、道徳の
授業の充実に努める。
・善行紹介「名人紹介」を継続するとともに、
質の向上を図る。

・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当
・児童生徒支援教員

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「学校で楽しく過ごしているか」につい
て、肯定的な回答をした児童９０％以上
○毎月の児童アンケート、２か月に１回
の保護者アンケートの実施。

・子ども支援部による情報の一括管理と共
通理解に基づいた支援を行う。
・各種アンケート結果からの早期対応を行
う。
・教育相談旬間を設定する。

・生徒指導担当
・人権・同和教育担当
・児童生徒支援教員
・教育相談担当

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

◎「自分の夢や目標に向かって努力して
いるか」について、肯定的な回答をした
児童９０％以上

・各学年に応じたキャリア教育を充実させ
る。
・学校行事や児童会活動を中心に「出番・
協働・承認」をキーワードとして、児童の活
躍の場を設定する。

・キャリア教育担当
・特活主任
・体育主任

●望ましい生活習慣の形成 ○「こまめな手洗いを意識して行ってい
る」について、肯定的な回答をした児童
８５％以上

・感染症、熱中症対策について、全校で
予防法を確認する。
・保健だより等で注意喚起を促す。

・養護教諭
・保健主事

○安全に関する資質・能力の向上 ○防犯ブザーの所持率８５％以上
○避難訓練や交通安全教室の計画的
実施
○「携帯電話等の使用について親子で
決めたルールを守っている」について、
肯定的な回答をした児童９０％以上

・防犯ブザーの所持について、下校指導時
に各学級で毎日確認する。
・避難訓練や交通安全教室を計画し、児童
の命や安全に対する意識の向上を図る。特
に、避難訓練については、予告なし訓練や
保護者引渡し訓練を実施する。
・SNSに関する児童・保護者向け講演会を
実施する。また、各学期に１回ずつは情報
モラル教育を学級で実施する。
・学校便りによる保護者への啓発を行う。

・生徒指導担当
・安全教育担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

○時間を意識して働いた教職員８０％以
上

・退勤予定時刻を毎朝記入し、見通しをもっ
て業務を行う。
・「働き方改革」を継続し、資料・会議等のさ
らなるデジタル化を進める。
・長期休業中に業務改善に係る研修会を行
う。

・管理職
・教務主任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○研修会を年６回行う。
○子ども支援会議を年９回行う。

・研修会を実施する。
・子ども支援会議を開き、情報共有を行う。
・専門機関との連携を図り、必要に応じて
ケース会議を開く。

・特別支援コーディネー
ター

○社会に開かれた学校づく
り

○保護者・地域との連携
○地域の「人・もの・こと」の活用

○年６回以上の学校公開、月２回の学
校便り発行を行う。
○保護者アンケートを実施する。

・郷土学習を継続し、地域人材の活用を行
う。
・地域行事（ふれあい祭り、文芸賞等）への
参画を促す。

・管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

２　学校教育目標 夢をもち　仲間とともに　学びを深める　子どもの育成

３　本年度の重点目標

①思いやりの心をはぐくむ教育の推進　　　　　　　④学校課題への対応強化

②主体的・対話的で深い学びとなる授業の展開

③子どもの自尊感情を高める取組

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立循誘小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・朝読書の取組や校内研究での取組により、落ち着いた学習態度で授業に臨むことができた。来年度も朝読書と主体的な学習への取組を継続していく。

・心の教育については今年度の取組を継続しながら、道徳科の授業づくりを中心に道徳教育の充実を図っていく。

・特別支援教育については、個に応じた支援の更なる充実を図る。


